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2019年度の取組方針

年度 2010年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

投資方
針
・態勢

ESG
テーマ型
投資

ESG
インテグ
レーショ
ン

PRI
署名

 2019年度は、国内外の環境変化や他社の動向を踏まえ、ESG投資の更なる実効性向上に向けて、
気候変動を重点テーマに据え、ESGインテグレーションの更なる高度化に取り組む

ネガティブ・スクリーニング

リサーチへESG組込

責任投資推進室
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国内株ESGインハウス運用

更なる
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深化
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国際開発金融機関等が発行するSDGs債への投資

責任投資委員会（責任投資会議）
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ESG投資普及促進



ESGテーマ型投資:SDGs債への投融資実績（直近の主な案件）

108億円

108億円

グリーンボンド
（国際復興開発銀行）

―気候変動の影響の緩和・適応に向けた
事業の支援

環境保全債
（欧州復興開発銀行）

―中東欧等の再エネ事業等の支援

気候
変動

気候
変動

2019/6
投資

2019/6
投資

108億円

52億円ワクチン債
（予防接種のための国際金融ファシリティ）

―新たなワクチン開発の支援

サステナブル・ディベロップメント・ボンド
（国際復興開発銀行）

―食品ロス・廃棄問題への取組の支援

QOL
向上

QOL
向上

2019/7
投資

2019/7
投資

案件名・案件概要 重点テーマ投資金額



ユニファ
―保育士が働きやすいスマート保育園の実現に
向けたIoTやAIを活用したソリューションの開発

QOL
向上

Integral Geometry Science
―乳がんの早期発見と検診の負担軽減を実現
するシステムの開発

QOL
向上

ニューロ・トラック
―目の動きで認知機能を測る「認知機能テスト」
等のアプリの開発

QOL
向上

チャレナジー
―強風下でも発電可能な風力発電機の開発

気候
変動

ESGテーマ型投資:インパクト投資の実績（直近の主な案件）

2億円

8億円

2億円

3億円

2019/7
投資

2019/2
投資

2019/9
投資

2019/9
投資

投資先企業名・事業概要 重点テーマ投資金額社会的インパクト

ディーゼル発電の
代替などによる

CO2排出量削減

認知症の予防
を通じた

健康寿命延伸

乳がん早期発見
による死亡率低減

待機児童問題
の解決



アジア・太平洋

アフリカ

欧州

南米

北米

日本

合計投資残高 約1,800億円

ESGテーマ型投資:SDGs事業への投融資実績

再エネ
740億円

その他
75億円

再エネ
240億円

その他
190億円

再エネ
120億円

ペルー:鉄道開発
（19年3月）

再エネ
27億円

米国:省エネ型LNG
発電（15年4月）

ドイツ:洋上風力発電
（17年1月）

トルコ:病院整備運営
（17年7月）

その他
60億円

コートジボワール:政府向け
インフラ資金融資（19年6月）

再エネ
71億円

その他
290億円

福島県:太陽光発電
（15年8月）

SDGs達成に資する事業（社会インフラ整備・環境保全等）への資金提供


